安全・安心な各種イベント等催しのための対応について
　平成２５年８月に京都府福知山市で発生した花火大会火災を踏まえ、瀬戸内市火災予防条例の一部が改正となり、平成２６年８月１日から施行となります。
▽改正内容
［催しにおける消火器の準備］
祭礼、縁日、花火大会、展示会その他多数の者が集まる催しにおいて、対象火気器具（気体、液体、固体燃料及び電気を熱源とする器具でコンロ、グリル、発電機等）を使用する場合は、火災の拡大防止の観点から、消火器の準備をしたうえで使用することが義務付けられました。
※消火器は、火気器具を取り扱う店舗ごとに準備してください。ただし、同一テント内に複数の店舗を開設する場合は共同で準備してもかまいません。
※消火器は、１０型粉末ＡＢＣ消火器で、腐食や破損がないものを使用してください。
［火気を取扱う露店等を開設する場合の届出］
祭礼、縁日、花火大会、展示会その他多数の者が集まる催しにおいて、対象火気器具を使用する露店等を開設する場合は、主催者が消防本部へ「露店等の開設届出書」を提出して下さい。
▽対象にならないもの
近親者で行うバーベキュー、保育園の父母会で行う餅つき大会のように相互に面識がある催しは対象になりません。
	［問合せ・届出先］
瀬戸内市消防本部　予防課

電　話：０８６９(２２)１４９３
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